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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第55期

第１四半期
連結累計期間

第56期
第１四半期
連結累計期間

第55期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (千円) 2,292,885 2,239,294 10,867,332

経常利益 (千円) 138,431 537 719,241

親会社株主に帰属する四半期(当期)
純利益又は親会社株主に帰属する四
半期純損失（△）

(千円) 100,565 △9,263 485,080

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 122,032 6,533 503,148

純資産額 (千円) 5,356,410 5,598,930 5,683,647

総資産額 (千円) 9,306,804 9,373,672 9,644,784

１株当たり四半期(当期)純利益
又は１株当たり四半期純損失（△）

(円) 18.73 △1.73 90.37

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 57.6 59.7 58.9
 

(注)１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第55期第１四半期連結累計期間及び第55期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第56期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

（1）財政状態の状況

当第１四半期連結会計期間末における総資産額は、9,373百万円となり、前連結会計年度末と比べ271百万円の減

少となりました。これは受取手形及び売掛金が793百万円減少した一方で、現金及び預金が293百万円、仕掛品が150

百万円増加したこと等によるものであります。

負債総額は、3,774百万円となり、前連結会計年度末と比べ186百万円の減少となりました。これは支払手形及び

買掛金が326百万円減少した一方で、賞与引当金が143百万円増加したこと等によるものであります。

純資産総額は、5,598百万円となり、前連結会計年度末と比べ84百万円の減少となりました。これは配当金91百万

円の支払等によるものであります。

 

（2）経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善を背景に、雇用・所得環境の改善や設備投資

の増加がみられるなど、景気は緩やかな回復基調で推移しました。その一方で、欧米の政策動向に対する懸念や海

外経済の不確実性等から景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような状況下、当社グループは、リニューアルのトータル受注の推進や新規物件の選別受注強化による収益

性の向上、業務プロセスの見直しによる生産性向上等に取り組んでまいりました。

以上の結果、売上高は2,239百万円（前年同四半期比2.3％減）となり、53百万円の減収となりました。これは主

に、建具関連事業においてステンレスサッシが低調に推移したことによるものであります。

営業損失は４百万円（前年同四半期は営業利益27百万円）となり、32百万円の減益となりました。これは主に、

売上総利益が783百万円（前年同四半期比1.7％増）となった一方で、需要拡大に備えた積極的な採用や昇給率3.6％

の実施による人件費の増加により、販売費及び一般管理費が787百万円（前年同四半期比6.1％増）となったことに

よるものであります。

経常利益は0.5百万円（前年同四半期比99.6％減）となり、137百万円の減益、親会社株主に帰属する四半期純損

失は９百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益100百万円）となり、109百万円の減益となりま

した。これは主に、前年は営業外収益に匿名組合投資利益104百万円の計上があったことによるものであります。　

 
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　自動ドア関連

新規の自動ドア販売台数は減少したものの、シートシャッターの販売増に加え、保守契約台数の堅調な増加

により、売上高は1,604百万円（前年同四半期比3.7％増）、セグメント利益（営業利益）は348百万円（前年同

四半期比0.8％増）となりました。

②　建具関連

足元の受注は前年同期比を上回り好調に推移した一方で、当第１四半期連結累計期間における引渡物件が前

年同期比で減少した結果、売上高は473百万円（前年同四半期比19.1％減）となり、セグメント損失（営業損

失）は32百万円（前年同四半期は26百万円のセグメント損失（営業損失））となりました。

③　その他

環境機器事業、付帯事業が堅調に推移した結果、売上高は160百万円（前年同四半期比0.2％増）、セグメン

ト利益（営業利益）は22百万円（前年同四半期比18.7％増）となりました。
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（3）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は21百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000

計 16,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,367,800 5,367,800
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数　100株

計 5,367,800 5,367,800 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年６月30日 ― 5,367,800 ― 329,304 ― 279,304
 

 

(5) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

① 【発行済株式】

   平成30年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

100
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であります。な
お、単元株式数は100株でありま
す。

完全議決権株式(その他)
普通株式

53,666 同上
5,366,600

単元未満株式
普通株式

― １単元（100株）未満の株式
1,100

発行済株式総数 5,367,800 ― ―

総株主の議決権 ― 53,666 ―
 

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式25株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

    平成30年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
フルテック株式会社

北海道札幌市中央区大通東
三丁目４番地の３

100 ― 100 0.0

計 ― 100 ― 100 0.0
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

　

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、監査法人銀河による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,254,799 2,548,432

  受取手形及び売掛金 2,239,751 1,446,339

  電子記録債権 534,099 409,356

  仕掛品 862,120 1,012,694

  原材料及び貯蔵品 179,600 195,812

  その他 348,897 530,899

  貸倒引当金 △6,104 △5,772

  流動資産合計 6,413,163 6,137,763

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,066,153 1,048,865

   土地 990,273 987,617

   その他（純額） 140,843 128,517

   有形固定資産合計 2,197,270 2,164,999

  無形固定資産   

   その他 130,977 120,369

   無形固定資産合計 130,977 120,369

  投資その他の資産   

   その他 923,554 970,721

   貸倒引当金 △20,181 △20,181

   投資その他の資産合計 903,372 950,539

  固定資産合計 3,231,620 3,235,909

 資産合計 9,644,784 9,373,672
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,163,248 1,837,019

  短期借入金 43,736 30,536

  未払法人税等 142,868 41,719

  賞与引当金 130,056 273,447

  製品保証引当金 4,804 4,823

  工事損失引当金 1,258 729

  その他 817,907 949,735

  流動負債合計 3,303,878 3,138,008

 固定負債   

  長期借入金 46,938 41,604

  役員退職慰労引当金 183,640 188,799

  退職給付に係る負債 403,866 387,513

  その他 22,813 18,816

  固定負債合計 657,257 636,733

 負債合計 3,961,136 3,774,742

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 329,304 329,304

  資本剰余金 289,864 289,864

  利益剰余金 4,991,775 4,891,261

  自己株式 △200 △200

  株主資本合計 5,610,743 5,510,229

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 151,694 166,013

  退職給付に係る調整累計額 △78,790 △77,312

  その他の包括利益累計額合計 72,903 88,700

 純資産合計 5,683,647 5,598,930

負債純資産合計 9,644,784 9,373,672
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 2,292,885 2,239,294

売上原価 1,522,798 1,456,094

売上総利益 770,086 783,199

販売費及び一般管理費 742,251 787,514

営業利益又は営業損失（△） 27,835 △4,314

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取配当金 2,178 2,081

 貸倒引当金戻入額 683 331

 作業くず売却益 3,120 1,994

 匿名組合投資利益 104,517 －

 その他 2,530 1,874

 営業外収益合計 113,029 6,282

営業外費用   

 支払利息 299 105

 その他 2,134 1,325

 営業外費用合計 2,433 1,430

経常利益 138,431 537

特別損失   

 固定資産除却損 215 －

 減損損失 － 2,656

 ゴルフ会員権評価損 250 －

 特別損失合計 465 2,656

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

137,966 △2,119

法人税、住民税及び事業税 63,969 32,435

法人税等調整額 △26,568 △25,291

法人税等合計 37,401 7,144

四半期純利益又は四半期純損失（△） 100,565 △9,263

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

100,565 △9,263
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 100,565 △9,263

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 21,045 14,319

 退職給付に係る調整額 421 1,477

 その他の包括利益合計 21,467 15,796

四半期包括利益 122,032 6,533

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 122,032 6,533
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【注記事項】

(追加情報)

　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産及び長期前払費用に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

減価償却費 45,302千円 41,197千円
 

 

(株主資本等関係)

 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日　至 平成29年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月27日
定時株主総会

普通株式 118,091 22 平成29年３月31日 平成29年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　　　　該当事項はありません。

　

 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日　至 平成30年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日
定時株主総会

普通株式 91,250 17 平成30年３月31日 平成30年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

自動ドア関連 建具関連 計

売上高      

  外部顧客への売上高 1,547,278 585,049 2,132,327 160,557 2,292,885

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― 5,717 5,717

計 1,547,278 585,049 2,132,327 166,274 2,298,602

　セグメント利益
　又は損失（△）

345,431 △26,989 318,442 18,563 337,005
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「駐輪システム事業」、「環境機器

事業」、「セキュリティ事業」、「付帯事業」、「商品販売事業」等を含んでおります。

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 318,442

「その他」の区分の利益 18,563

全社費用(注) △308,337

棚卸資産の調整額 △9,831

その他の調整額 9,000

四半期連結損益計算書の営業利益 27,835
 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

自動ドア関連 建具関連 計

売上高      

  外部顧客への売上高 1,604,892 473,597 2,078,489 160,804 2,239,294

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― 5,955 5,955

計 1,604,892 473,597 2,078,489 166,760 2,245,250

　セグメント利益
　又は損失（△）

348,075 △32,919 315,155 22,031 337,186
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「駐輪システム事業」、「環境機器

事業」、「セキュリティ事業」、「付帯事業」、「商品販売事業」等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 315,155

「その他」の区分の利益 22,031

全社費用(注) △334,313

棚卸資産の調整額 △16,187

その他の調整額 9,000

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △4,314
 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失
（△）

18円73銭 △1円73銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主に帰
属する四半期純損失（△）(千円)

100,565 △9,263

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）(千円)

100,565 △9,263

普通株式の期中平均株式数(株) 5,367,800 5,367,675
 

（注）前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株

当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

　　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成30年８月９日

フルテック株式会社

取締役会  御中

　

監査法人　銀　河
 

　

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 木   下   　　　均 印

 

　

業務執行社員  公認会計士 富   田   佳   乃 印
 

　

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフルテック株式

会社の平成30年４月１日から平成30年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フルテック株式会社及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注)１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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